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※新型コロナウイルス感染症の影響により４月以降もイベントの中止・延期や施設の休業などが予想されます。

　紙面に掲載しているイベントへの参加や施設などにお出かけの際には事前にお問い合わせください。

西願寺



地方交付税
　　40億4,727万9千円（28.2％）
市　　　税
　　37億5,527万3千円（26.2％）
国庫支出金
　　16億8,586万円（11.7％）
繰　入　金
　　10億4,619万8千円（7.3％）
市　　　債
　　9億1,676万円（6.4％）

民　生　費
　　41億9,950万8千円（29.2％）
教　育　費

　　25億671万9千円（17.5％）
総　務　費
　　17億6,795万円（12.3％）
土　木　費
　　16億7,151万5千円（11.6％）
衛　生　費
　　15億6,378万5千円（10.9％）

　一般会計当初予算は、143億6千万円、前年度比で 3.3％、4億5,500万円の増額となりました。

　限られた財源を有効に活かし、第６次長期総合計画の基本構想に掲げる将来像、「ひと集い 学び

あふれる 生涯きらめきのまち つる」の実現に向け、「まちづくりの６つの方向」に示される具体的

施策及び「リーディング・プロジェクト」に基づいた事業を重点的に盛り込んだ編成となっています。

令和２年度当初予算

一般会計　143億6千万円（対前年度増減率　3.3％増）

◆主な歳入の内訳（構成比）

◆主な歳出の内訳（構成比）

◆地方交付税は、保育料の無償化や高等教育の無償化などを見込

み、対前年度比3.9％の増となりました。◆市税は、個人市民税

の増加や新築家屋などの増加による固定資産税の増加を見込む一

方、法人市民税が税制改正の影響による減少を見込み、前年度か

らほぼ横ばいで推移しています。◆国庫支出金は、認定こども園

の増加や保育料の無償化に係る国負担分の増加を見込み、対前年

度比4.4％の増となりました。◆繰入金は、公立大学法人都留文

科大学運営基金繰入金の減少により、対前年度比17.4％の減とな

りました。◆市の借金である市債は、臨時財政対策債発行可能額

の減少などにより対前年度比6.3％の減となりました。

◆民生費は、幼児教育・保育の無償化による給付費の増加などに

より、対前年度比3.0％の増となりました。◆教育費は、小・中

学校指導用デジタル教科書導入事業などを予定していますが、都

留文科大学用地拡張事業の完了などにより対前年度比6.6％の減

となりました。◆総務費は、「生涯活躍のまち・つる」事業のう

ち、単独型居住プロジェクトの完了などにより対前年度比4.5％

の減となりました。◆土木費は、中央新幹線保守基地建設事業

に係る受託工事などにより対前年度比11.6％の増となりました。

◆衛生費は、病院事業会計への負担金の増加などにより対前年度

比21.0％の増となりました。

全会計予算額　273億1795万4千円（対前年度増減率　4.1％増）

会計名 予算額 前年度比

一般会計 143億6千万円 3.3％

特別会計※１ 65億648万5千円 △16.2％

水道事業会計 5億8,540万2千円 5.7％

簡易水道事業会計 5億3,587万6千円 新規※２

下水道事業会計 13億2,202万2千円 新規※２

病院事業会計 40億816万9千円 △0.6％

予算総額 273億1,795万4千円 4.1％

※１　特別会計には、国民健康

保険事業、介護保険事業、介護

保険サービス事業、後期高齢者

医療、財産区などの予算が該当

します。

※２　簡易水道事業会計、下水

道事業会計はこれまで特別会計

の予算でしたが、令和２年度よ

り公営企業会計となります。
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 令和２年度の主な事業

Ⅰ　創ります！しごととくらしの充実したまち（産業・基盤分野）

○生涯活躍のまち・つる事業　7,844万8千円

　生涯にわたって活躍できる受け皿の整備を進める「生涯活躍のまち・つる事業」を市内に立地す

る３つの高等教育機関と各種事業者からなる事業主体組織と連携して展開することによって、新

規雇用の創出や地場産業の振興と新規創業の支援を図ります。

　田原地内における複合型居住プロジェクトでは、構成事業者の選定を行い、多世代・多文化共

生のコミュニティ拠点として整備を進めていきます。

○高収益作物導入事業　1,018万6千円

　市内農家の所得向上及び新たな特産品の開発を

積極的に推進し、新たな試験ほ場の開設や農家向

けの講習会等を実施します。

○奨学金返還支援事業　　240万円

　本市への就業定着を促進することを目的とし

て、地元企業等に就業した方を対象に、奨学金の

返還に要する費用の一部を支援します。

○つる観光戦略推進事業　2,131万円　　○移住・定住促進事業　　2,180万円

その他の主な事業

　○中山間地域総合整備事業　○森林経営管理事業　○ふるさと納税特典の拡充

　○シルバー産業等製品開発支援補助事業　○新住吉橋修繕事業　○楽山球場改修事業

◆ 

果
樹
栽
培
講
習
会
に
は
多
く
の
農
家

に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ⅱ　育みます！優しさと元気のまち（福祉・子育て・健康分野）

○子育てサポーター支援事業　100万円

　乳幼児を育てている保護者の心配事や困り

ごとなどを少しでも解決できるよう、「子育

てサポーター」を養成し、地域全体で子育て

を支援する環境づくりの推進を図ります。

○ロタウイルスワクチン任意接種助成事業

　　　　　　　　　　　　　　211万5千円

　ロタウイルスワクチンの定期接種化（対象 

令和２年８月生以降の乳児）により、同学年

で対象とならない乳児（令和２年４月～７月生の乳児）へ費用の一部を助成します。

○認知症高齢者等個人賠償責任保険事業　5万4千円　

　認知症の方やその家族の不安を軽減し、地域で安心して暮らせるまちを目指す取り組みとし

て、「高齢者等ＳＯＳネットワーク」の登録者を対象に市が保険料を負担します。

○子育て短期支援事業（ショート・ステイ事業）　22万7千円　

○歯周病疾患検診事業　166万円
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Ⅲ　輝かせます！学びあふれるつるのまち（教育分野）

○小・中学校指導用デジタル教科書導入事業　215万6千円

　小中学校に指導者用のデジタル教科書を導入し、電子黒

板やタブレットを活用した授業展開を実施していきます。

○生涯学習ガイドブック作成事業　82万5千円

　市内の生涯学習団体・サークルや公民館などの活動紹

介、市内文化施設や体育施設の情報を掲載した「生涯学

習ガイドブック（仮称）」を作成します。

○ミュージアム都留「特別展」開催事業　1,883万円

　谷村藩主の様々な資料の展示を通して、本市の歴史や

文化を発信し、また国内最高峰の刀剣・刀装具を展示し、

広く刀剣の文化・芸術に触れられる特別展を開催します。

○（仮称）都留ハーフマラソン大会開催事業　1,500万円

　市民参加型ロードレース大会にハーフマラソンコースを追加し、市民スポーツの振興及び地域

の活性化を図ります。

Ⅳ　繋ぎます！人と自然がいつまでも輝くまち（生活・環境分野）

○景観計画策定事業　325万6千円

　良好な景観の保全・形成を図るため、景観法の趣旨に沿う景観計画の策定や城下町の面影を残

す本市の美しいまちなみ・良好な自然景観を保全するための景観条例の制定を推進していきます。

Ⅴ　紡ぎます！人と人のつながりのまち（安全・安心、コミュニティ分野）

○セーフコミュニティ事業　584万4千円

　「事故やけがは偶然の結果ではなく、原因を分析することで予防できる」という理念の下、これ

まで以上に誰もが安全に、安心して暮らせるまちの実現に向け、国際的な認証制度であるセーフ

コミュニティの取得を目指します。

○安全・安心ステーション整備事業　4,065万9千円　※3月補正計上含む

　上谷交番の移転に伴い、跡地に「安全・安心ステーション」を開設し、防犯活動を支援する拠点

施設として利用できるよう整備します。

○特殊詐欺被害防止対策機器設置費補助事業　100万円

　高齢者の電話による特殊詐欺被害を防ぐため、満65歳以上の方がいる家庭で電話に設置する

特殊詐欺被害防止対策機器を購入した場合に費用の一部を助成します。

Ⅵ　実行します！新しいステージへ（行財政分野）

○ＡＩ—ＯＣＲ、ＲＰＡ導入事業　995万5千円

　AI・RPA などの ICT の活用により、事務作業を一部自動化し、効果検証や課題抽出を行い、市

民サービスの向上につなげます。

○公共施設個別施設計画策定事業　1,050万5千円

　個別施設毎の維持管理、修繕、更新等に係る取組方針や具体的な実施内容、実施時期などを示

すものとして、「個別施設計画」を策定します。
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【
定　

員
】

①
自
然
塾　

20
名

②
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
塾　

20
名

③
ク
ッ
キ
ン
グ
塾　

20
名

④
都
留
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ　

20
名

⑤
ア
ー
ト
塾　

20
名

※
①
～
⑤
の
塾
か
ら
ひ
と
つ
を
選
ん
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
対
象
】

　

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

【
負
担
金
】　

１
人
１
、０
０
０
円

※
塾
ご
と
の
材
料
費
な
ど
の
実
費
分
は

そ
の
都
度
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
活
動
期
間
】　

５
月
～
令
和
３
年
３
月

【
申
込
締
切
】　

４
月
20
日（
月
）

【
申
込
書
】　

市
内
小
中
学
校
に
在
学
し

て
い
る
児
童
、
生
徒
は
各
学
校
か
ら
申

込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
学
校
を

通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
外
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童
、
生
徒
は
生
涯
学
習
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
者
が
少
数
（
概
ね
５
名
以

内
）
で
、
活
動
が
困
難
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
そ
の
塾
は
休
塾
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】

　

 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
担
当

【各塾の活動内容】

①自然塾

キャンプや川遊び、登山など自然体験

②フィッシング塾

渓流釣りや海釣りの体験

③クッキング塾

調理の基本や地場産品を使った季節の料理

④都留少年少女発明クラブ

ロボットの製作やアイデアを生かした工作

⑤アート塾

絵画やオブジェ制作などの芸術活動

① ② ③

④ ⑤

体験学習塾「のびのび興譲館」参加者募集！
～たくさんの友達と素敵な思い出を作ろう～

体験学習塾『のびのび興譲館』とは？

自然塾やクッキング塾などの各塾で、それぞれ特色のある活動を行います。子どもたちの創造力やた

くましい心身を育むとともに、地域に帰り「育成会活動」や「放課後子ども教室」などでジュニアリー

ダーとして活躍できる青少年の育成を目指します。
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市立病院・老健「つる」通信　Vol. ８

面会制限を実施しています

　市立病院及び介護老人保健施設「つる」では国内での新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、

院内での発生及び感染拡大防止のため、当面の間、入院患者への面会を原則、禁止とさせていただい

ています。治療方針の説明などで病院からご家族の方に来院をお願いした場合には、マスクの着用と

手指消毒をお願いします。

　皆さまにご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問合先　感染対策委員会（医事課）　☎（45）1811　

親しまれ、
　信頼される医療で
　　　地域に貢献します。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）
活
動
報
告

正面玄関の開錠時間は朝８時です

　院内の防犯対策及び新型コロナウイルス感染症の感染防止による患者の皆さまの安全確保のため、

正面玄関の開錠時間を朝８時とさせていただいています。

市立病院・介護老人保健施設「つる」職員募集！
職種 採用人数 応募資格

看護師 ３名

○ 昭和46年４月２日以降に生まれた方で募集職種の資格を持つ方

　または

○ 令和３年３月31日までに募集職種の資格を取得する見込みのあ

る方

薬剤師 １名

臨床検査技師 １名

理学療法士 １名

作業療法士 １名

診療情報管理士 １名

社会福祉士 １名

介護福祉士 １名

○ 昭和51年４月２日以降に生まれた方で募集職種の資格を持つ方

　または

○ 令和３年３月31日までに募集職種の資格を取得する見込みのあ

る方

募
集
要
項

応
募
期
間　

４
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
必
着

提
出
書
類

①
受
験
申
込
書

②
身
上
書
付
履
歴
書

③
受
験
職
種
の
免
許
証
の
写
し

④
写
真
１
枚（
履
歴
書
に
貼
付
し
た
も
の
と
同
じ
）

※
写
真
サ
イ
ズ
は
縦
４
cm
×
横
３
cm
と
す
る
。

※
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
受
験
票
返
送
用
長
形
３
号
封
筒

※
封
筒
に
自
身
の
住
所
と
氏
名
を
記
入
し
、

４
０
４
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
・
試
験
内
容

○
１
次
試
験

　

試
験
日　

５
月
17
日（
日
曜
日
）

　

 

試
験
内
容　

作
文
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、
一

般
教
養
試
験
（
看
護
師
を
除
く
）、
看
護
師
適
性

検
査（
看
護
師
の
み
）

○
２
次
試
験

　

試
験
日　

５
月
29
日（
金
）、
30
日（
土
）

　

試
験
内
容　

面
接
試
験

※
会
場
は
い
ず
れ
も
市
立
病
院
に
な
り
ま
す
。

採
用
予
定
日　

令
和
３
年
４
月
１
日

※
採
用
予
定
日
の
繰
り
上
げ
は
応
相
談
で
す
。

申
込
・
問
合
先

　

都
留
市
立
病
院 
総
務
企
画
課 

総
務
企
画
担
当

　

〒
４
０
２
―
０
０
５
６

　

都
留
市
つ
る
５
―
１
―
55

　

☎（
45
）１
８
１
１（
内
線
２
０
６
）
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対策委員会の動き～高齢者の安全対策委員会～ セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）
活
動
報
告

問
合
先

　

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

Ｅ
メ
ー
ル

　

chiikishinkou@city.tsuru.lg.jp

☎（
43
）１
１
１
１（
内
線
１
７
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）５
０
４
９

【高齢者の安全対策委員会】の重点課題は…

◆客観的視点（データ）から見えてくる問題点は…？

◆一般負傷による高齢者の年齢別受傷原因別件数 (2017年 )※救急搬送データ

◆主観的視点から浮かび上がってきたことは…？

◎ 転倒や転落が多い　◎誤嚥や誤飲が多い　◎ 閉じこもり

　上図から高齢者が転倒で救急搬送される件数が非常に多

いことが分かります。特に、75歳から 94歳までの高齢者

の転倒は全体の８割近くとなり、予防を含めた重点的な対

策が求められます。

　右図は膝痛か腰痛による運動器の機能低下、閉じこもり

の傾向、認知機能の低下について 65歳以上の高齢者を対

象に調査した結果です。各項目共に全国・県平均に比べて

本市の割合が高いことが分かりました。

　さらに調査分析する中で、高齢者は社会参加することに

より、認知機能の低下を防ぐことに効果があることも分

かってきました。

　これらのことから、高齢者の安全対策委員会では、今後、

転倒・転落や誤嚥・誤飲を減らすための健康な身体づくり、

閉じこもりを減らす取組みなど、重点課題の解決に向けた

対策を行っていきますので、引き続き市民の皆様のご理解

ご協力をお願いします。

　以上の３点が重点課題となりますが、この課題を導き出すために高齢者の安全対策

委員会では、多くのデータや主観的意見をもとにどのような問題点や背景があるの

か、それは本市が重点的に取り組むべき課題なのかなどの協議を重ねてきました。

 ① 転倒や転落を減らすために、健康な身体づくりと、

　  安全な住環境の整備を啓発する

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～ 84歳 85～89歳 90～ 94歳 95～99歳 100歳～ 合計

転　　倒 10 ３ 10 21 15 23 ６ １ 89

転　　落 １ １ ２ １ １ ２ ８

物への接触 １ １ １ ３ ６

無理な頑張り １ １

食物の誤嚥・誤飲 １ １ ２ １ １ １ ７

その他の誤嚥・誤飲 １ １ １ ３

刺され・噛まれ（虫など） ３ １ ４

異物侵入 １ １

溺れ・溺水 １ １

不　　詳 １ １ ２ ４

そ の 他 １ ２ １ ２ ２ ８

合　　計 19 ６ 18 29 21 30 ７ ２ 132

 ② 誤嚥や誤飲を減らすために、口腔ケアなどの健康な身体づくりと

　  社会参加による会話の機会を設ける

 ③ 健康な心と身体をつくり、安全な環境を整備することで

　  閉じこもりを減らし、社会参加の機会を増やす

◆高齢者の健康課題 (2013年 )※基本チェックリスト

5

10

15

20

25

30

35

15.4

17.3

20.5

8.5

11.7

24.3
24.9

32.0

7.6

(％) 運動器（膝・腰）の

機能低下

閉じこもりの傾向 認知機能の低下

山梨県平均全国平均 都留市平均
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奨学金の貸与及び返還支援事業
　問合先：下記記事内をご確認ください

看
護
師
等
奨
学
金

対
象
者　

市
内
に
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
方
の
子
ど
も
の
う
ち
、

４
月
現
在
で
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
を
養
成
す

る
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
方

貸
与
額　

月
額
４
万
円

※
准
看
護
師
の
み
月
額
３
万
円

貸
与
期
間　

学
校
な
ど
の
在
学
期

間申
請
手
続　

所
定
の
申
請
書
に
履

歴
書
や
成
績
証
明
書
な
ど
の
関
係

書
類
を
添
付
し
て
、
担
当
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
健
康
子
育
て
課
窓

口
に
用
意
が
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

貸
与
の
決
定　

提
出
さ
れ
た
書
類

に
基
づ
き
成
績
、
経
済
状
況
な
ど

を
審
査
し
、
奨
学
金
を
貸
与
す
る

こ
と
が
適
す
る
と
判
断
し
た
方

に
、
貸
与
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

奨
学
金
の
返
還
方
法　

卒
業
の
１

年
後
か
ら
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相

当
す
る
期
間
内
で
分
割
し
、
貸
与

額
全
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

受
付
期
限　

４
月
30
日（
木
）

問
合
先　

健
康
子
育
て
課

　

☎（
46
）５
１
１
３

奥
秋
彦
之
奨
学
金

対
象
者　

市
内
に
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
方
の
子
ど
も
の
う
ち
、

都
留
文
科
大
学
、
健
康
科
学
大
学

看
護
学
部
に
入
学
、
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
方

貸
与
額　

実
際
に
学
校
に
支
払
う

授
業
料
の
額
以
内

※
都
留
文
科
大
学
に
新
た
に
入
学

す
る
方
は
入
学
金
分
を
あ
わ
せ
て

貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
与
期
間　

正
規
の
最
短
修
学
期

間申
請
手
続　

所
定
の
申
請
書
に
成

績
証
明
書
や
世
帯
全
員
分
の
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
関
係
書
類
を
添

付
し
て
、
担
当
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
担
当
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。

貸
与
の
決
定　

提
出
さ
れ
た
書
類

に
基
づ
き
成
績
、
経
済
状
況
な
ど

を
審
査
し
、
奨
学
金
を
貸
与
す
る

こ
と
が
適
す
る
と
判
断
し
た
方

に
、
貸
与
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

奨
学
金
の
返
還
方
法　

卒
業
の
１

年
後
か
ら
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相

当
す
る
期
間
内
で
分
割
し
、
貸
与

額
全
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

受
付
期
限　

４
月
30
日（
木
）

問
合
先

　

総
務
課 

法
制
広
報
担
当

　

☎（
43
）１
１
１
１

【
新
規
事
業
】

　

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

対
象
者　

対
象
と
な
る
方
は
、
以

下
の
全
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の

職
員
を
除
き
ま
す
。

○ 

大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
30
歳
未

満
の
方

○ 

４
月
１
日
以
降
に
市
内
の
企
業

に
正
規
雇
用
で
勤
務
す
る
方
で

市
内
定
着
の
意
思
が
あ
る
方

○ 

奨
学
金
を
返
還
、
ま
た
は
返
還

す
る
予
定
で
あ
る
方

助
成
の
対
象
と
な
る
奨
学
金

① 

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
第
一
種
及
び
第
二
種
奨

学
金

② 

都
留
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
規

定
に
よ
り
貸
し
付
け
る
奨
学
金

助
成
額　

上
限
20
万
円（
年
間
）

助
成
期
間　

最
大
60
月

申
請
手
続　

所
定
の
申
請
書
に
卒

業
証
書
や
奨
学
金
に
関
す
る
証

書
、
雇
用
契
約
書
な
ど
の
関
係
書

類
を
添
付
し
て
、
担
当
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
に
関
す

る
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　

産
業
課 

商
工
観
光
担
当

　

☎（
43
）１
１
１
１

電話の詐欺被害を防止！対策機器購入費用の一部を助成します
　問合先：市民課　　　

市民窓口担当

【
新
規
事
業
】
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

対
策
機
器
設
置
費
補
助
金

　

高
齢
者
の
電
話
に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策

機
器
（
以
下
「
対
策
機
器
」
と
い
う
。）
の
購

入
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
対

策
機
器
を
市
内
業
者
か
ら
購
入
し
た
方
の

う
ち
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
同
一
世
帯

に
65
歳
以
上
の
世
帯
員
が
い
る
方
で
対
策

機
器
を
設
置
す
る
方

補
助
額　

対
策
機
器
の
購
入
、
設
置
に
要

し
た
費
用
の
３
分
の
２
の
額

※
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限

１
０
、０
０
０
円

申
請
方
法　

申
請
書
兼
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
購
入
し
た
対
策
機
器
の
領

収
書
な
ど
支
払
い
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る

も
の
を
あ
わ
せ
て
担
当
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
機
器

　

事
前
に
登
録
し
て
い
な
い
電
話
番
号
か

ら
の
着
信
に
対
す
る
注
意
を
促
す
機
能

や
、
着
信
の
相
手
方
に
対
し
、
録
音
を
行

う
旨
の
応
答
を
自
動
的
に
行
う
機
能
を
持

つ
電
話
機
な
ど
で
あ
り
、
通
話
の
内
容
を

自
動
的
に
録
音
す
る
機
能
を
持
つ
機
器
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
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下
水
道
未
整
備
区
域
内
の
住
宅
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に

対
し
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
４
月
か

ら
補
助
の
た
め
の
要
件
が
一
部
変
更

と
な
り
ま
す
。

　

変
更
後
は
、
対
象
者
や
補
助
対
象

と
な
る
工
事
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
や

撤
去
な
ど
を
ご
検
討
中
の
方
で
本
補

助
金
の
申
請
を
ご
検
討
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
事
前
に
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
制
度
に
関
す
る
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

※
下
水
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も

こ
の
度
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
・
補
助
対
象
の
工
事

　

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

補
助
額

①
設
置
に
要
す
る
費
用
の
４
割
、
ま

た
は
左
記
の
い
ず
れ
か
低
い
額

５
人
槽　
　
　

３
３
２
、０
０
０
円

６
～
７
人
槽　

４
１
４
、０
０
０
円

８
～
50
人
槽　

５
４
８
、０
０
０
円

②
撤
去
に
要
し
た
額（
上
限
９
万
円
）

③ 

宅
内
配
管
工
事
に
要
し
た
額
（
上

限
30
万
円
）

※
そ
れ
ぞ
れ
１
、
０
０
０
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
ま
す
。

浄化槽の設置に対する補助内容が変わりました！
　問合先：地域環境課　

環境保全担当

申
請
方
法　

補
助
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
所
定
の
申
請
書
と
必
要
な
書

類
を
合
わ
せ
て
、
工
事
着
工
予
定
日

の
５
日
前
ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
後
、
審
査
を
経
て
内
容
に
問

題
が
な
け
れ
ば
承
認
通
知
を
出
し
ま

す
が
、
承
認
通
知
前
に
工
事
に
着
工

し
た
場
合
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
工
期
に
余
裕
を
も
っ
て
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
を

　

設
置
し
て
い
る
方
へ
！

～
浄
化
槽
の
法
定
検
査
～

　

浄
化
槽
は
日
常
の
維
持
管
理
に

加
え
て
、
山
梨
県
浄
化
槽
協
会
の

行
う
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
浄
化
槽
法
第
７
条

設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
が
適
正
に
機

能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
、
使
用
開
始
後
３
カ
月
を

経
過
し
た
日
か
ら
５
カ
月
の
間
に

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関
が

行
う
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
浄
化
槽
法
第
11
条

　

浄
化
槽
の
機
能
診
断
を
行
う
検

査
で
、
県
知
事
が
指
定
す
る
検
査

機
関
に
よ
り
年
１
回
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
新
規
】遠
距
離
通
学
補
助
金

　

令
和
２
年
度
よ
り
新
た
に
、
県
外

の
大
学
な
ど
へ
通
学
定
期
券
を
利
用

し
て
遠
距
離
電
車
通
学
を
す
る
学
生

に
対
し
、
通
学
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
者　

本
市
に
住
所
を
有
し
居
住

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
大
月
駅

か
ら
片
道
75
㎞
以
上
の
距
離
を
通
学

定
期
券
を
利
用
し
て
、
県
外
の
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
専
門
学

校
へ
通
学
す
る
学
生

※
学
年
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

補
助
額　

１
月
あ
た
り
１
万
円

申
請
方
法　

申
請
書
に
、
通
学
定
期

券
の
写
し
、
学
生
証
の
写
し
（
在
学

証
明
書
な
ど
で
も
可
）
を
添
付
し
、

担
当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

遠距離通学・通勤に対する補助事業
　問合先：企画課　　　　

つる創生推進室

【
拡
充
】遠
距
離
通
勤
補
助
金

　

転
入
や
新
規
就
労
、
転
職
、
転
勤

に
よ
り
、
県
外
の
企
業
へ
定
期
券
を

利
用
し
て
遠
距
離
通
勤
を
す
る
方
に

対
し
、
通
勤
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

本
市
に
住
所
を
有
し
居
住

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
大
月
駅

か
ら
片
道
75
㎞
以
上
の
距
離
を
定
期

券
を
利
用
し
て
通
勤
す
る
方

※
転
入
や
新
規
就
労
、
転
職
、
転
勤

に
よ
り
遠
距
離
通
勤
を
始
め
た
方

で
、
通
勤
開
始
か
ら
36
月
を
超
え
て

い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

補
助
額

　

基
本
額　

１
月
あ
た
り
１
万
円

　

加
算
額　

１
月
あ
た
り
５
千
円

※
富
士
急
行
線
を
あ
わ
せ
て
使
用
す

る
方
が
加
算
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
書
に
、
在
職
証
明

及
び
通
勤
状
況
証
明
書
、
定
期
乗
車

券
の
写
し
な
ど
を
添
付
し
、
担
当
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

路線名 駅名

ＪＲ中央線 東中野駅

ＪＲ南武線 武蔵新城駅

ＪＲ青梅線 沢井駅

ＪＲ横浜線 小机駅

ＪＲ八高線 毛呂駅

ＪＲ武蔵野線 西浦和駅

ＪＲ中央本線 長坂駅

ＪＲ身延線 久那土駅

京王線 幡ヶ谷駅

京王井の頭線 下北沢駅

◆ＪＲ大月駅を起点に

　75㎞以上となる主な駅
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共
通
事
項

実
施
期
間

　

６
月
９
日（
火
）～
26
日（
金
）

　

※
土
日
を
含
む

受
付
時
間　

８
時
15
分
～
10
時
30
分

実
施
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

託
児
予
約　

６
月
10
日
（
水
）、
16
日

（
火
）は
託
児
を
行
い
ま
す
。
希
望
が
あ

る
方
は
、
事
前
に
健
康
子
育
て
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
が

あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

送　

迎　

富
士
急
行
線
赤
坂
駅
か
ら
送

迎
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
申
込
方
法

　

下
図
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診

　

本
頁
下
段
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健診項目
個人負担金

39歳以下 40 ～ 74歳 75歳以上

特定健診 1,750円

○国保の方
→無料
○社保などの方
→ 保険者が指
定する金額

無料

追加健診ｾｯﾄ 1,200円 1,200円 1,200円

注意事項

○ いきいき人間ドック（対象は国民健康保険加入者で年度

内に 35・45・55・65歳になる方）を受診される場合は、

特定健診および各種がん検診等は受診できません。

○ 肝炎ウイルス検査は 40歳以上で過去に検査をしたこと

がない方が対象となります。費用は 400円です。

◆健診項目と個人負担金

過去２年間に都留市特定健診またはいきいき人間ドックを受診しましたか？

申し込みは不要です。
５月末に、健診日を指定したお知らせ
（問診票）をお送りします。

保険証をお手元にご用意の上、お電話にて
申し込みください。後日、健診日を指定し
たお知らせ（問診票）をお送りします。

保険証をお手元にご用意ください。
氏名、住所、保険者名称、保険者番号、
保険証の記号番号、検診項目、生年月日、
電話番号などをお知らせください。

特定健診・がん検診を受診しましょう！
　問合先：健康子育て課　　　　　

健康推進室☎（46）5113

が
ん
検
診

　

左
頁
上
段
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
と

医
療
費
削
減
の
た
め
、
毎
年
、
特
定
健

診
と
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
こ
の
機
会
に

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
に
つ
い
て

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

の
う
ち
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

○ 

20
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方

○ 

20
～
74
歳
の
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
※

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

※
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

方
の
被
扶
養
者
の
う
ち
、
40
～
74
歳

の
方
は
加
入
す
る
健
康
保
険
に
よ
っ

て
は
特
定
健
診
を
受
診
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
職
場

は　い いいえ

いきいきプラザ都留ので特定健診・がん検診の申込方法

●
特
定
健
診
内
容

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
や
心
筋
梗
塞
・

脳
卒
中
な
ど
の
血
管
病
を
引
き
起
こ

す
危
険
因
子
が
な
い
か
を
調
べ
る
た

め
に
身
体
測
定
、
腹
囲
測
定
、
血
圧

測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
を
行
い

ま
す
。

◆
追
加
検
診
セ
ッ
ト

　

特
定
健
診
受
診
者
で
希
望
者
は
追

加
健
診
と
し
て
貧
血
、
尿
酸
、
心
電

図
、
眼
底
検
査
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の

受
診
が
で
き
ま
す
。

ま
た
は
健
康
保
険
証
の
発
行
元
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※令和３年度から、どなたも受診をする際には事前予約が必要となります。詳細は担当にお問い合わせください。
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マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
事
業

　

出
産
の
た
め
の
入
退
院
の
際
に
、

医
療
機
関
ま
で
の
交
通
手
段
が
無

く
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
際
に
か

か
っ
た
費
用
を
助
成
す
し
ま
す
。

対
象
者　

タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
市
内

に
住
民
票
が
あ
る
妊
産
婦

※
事
前
に
利
用
券
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

※
利
用
券
の
交
付
に
は
出
産
予
定
日

前
に
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

利
用
回
数

　

出
産
の
た
め
の
入
退
院
時
の
２
回

補
助
額　

タ
ク
シ
ー
代
全
額

※
１
回
に
つ
き
上
限
１
５
、０
０
０
円

指
定
タ
ク
シ
ー
業
者　

利
用
券
が
利

用
で
き
る
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
富
士
急
山
梨
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

○
山
梨
第
一
交
通
グ
ル
ー
プ

○
株
式
会
社
禾
生
タ
ク
シ
ー

※
指
定
業
者
以
外
の
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
場
合
や
利
用
券
を
使
用
し
な

か
っ
た
場
合
、
助
成
金
の
支
給
申
請

に
よ
り
償
還
払
い
で
助
成
し
ま
す
。

　

制
度
の
関
す
る
こ
と
や
償
還
払
い

の
方
法
な
ど
、
詳
細
は
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

妊娠・出産に伴う補助事業
　問合先：健康子育て課　　　　　

健康推進室☎（46）5113

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
利
用
料
の

自
己
負
担
分
の
全
額
助
成

　

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設

に
宿
泊
し
な
が
ら
、
産
後
の
お
母
さ

ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
助
産
師
な
ど
に
よ
る
専
門
的

な
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
対
象　

○ 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
原
則
と
し

て
産
後
４
カ
月
ま
で
の
母
と
子

○ 

育
児
に
不
安
や
負
担
感
が
あ
り
、

家
族
な
ど
周
囲
の
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
方

補
助
額　

自
己
負
担
分
の
全
額

　

（
自
己
負
担
分　

６
、１
０
０
円
）

※
昼
食
代
は
実
費
負
担

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

山
梨
県
産
後
ケ
ア
事
業
運
営
事
業
者

　

 

健
康
科
学
大
学
産
前
産
後
ケ
ア
セ

ン
タ
ー

（ 

笛
吹
市
石
和
町
窪
中
島
５
８
７
―

１
１
２
）

サ
ー
ビ
ス
内
容　

利
用
者
の
心
身
の

状
況
を
み
な
が
ら
、
４
日
間
程
度
の

滞
在
中
に
次
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
母
体
の
ケ
ア

○ 

沐
浴
、
授
乳
や
抱
き
方
な
ど
の
育

児
指
導

○
母
親
同
士
の
交
流
機
会
の
提
供　

○
子
育
て
支
援
情
報
の
提
供　

な
ど

検診項目
年齢要件

※令和2年度に当
該年齢に達する方

検査内容
個人負担金

20-69歳 70歳以上

胃がん検診
20歳以上
※喀痰は
　「喫煙指数」重視
（1日の喫煙本数）
　　×（喫煙年数）

レントゲン撮影（バリウム） 1,200円 600円

肺がん検診 レントゲン撮影 350円 65歳以上無料

肺がん喀痰検診 喀痰検査 850円 450円

大腸がん検診 便潜血反応検査 550円 300円

腹部超音波検査 超音波検査 950円 500円

前立腺がん検査 50歳以上男性 血液検査 450円

子宮頸がん検診※１ 20歳以上女性 問診・子宮頸部細胞診 2,200円 1,100円

乳がん検診※２ 40歳以上女性 問診・マンモグラフィ
　40 ～ 49歳　1,550円
　50 ～ 69歳　1,150円
　70歳～　　　600円

※２　乳がん検診について

実施場所 都留市立病院 いきいきプラザ都留（バス検診）

実施日時 ６月～令和３年２月末（日程は申込時にご確認ください）６月９日（火）～26日（金）※土日も受診可

申込方法
昨年の受診状況に関わらず、電話でお申し込みく
ださい。（定員があるため先着順となります）

昨年度、特定健診・がん検診を受診していない方
はお申し込みください。

対象年齢の
引き上げ

乳がん検診は厚労省の指針により、令和２年度から 40歳以上の方が対象となります。
39歳以下の方で、不安な方は健康子育て課までご相談ください。

実施場所 指定医療機関 いきいきプラザ都留（バス検診）

実施日時 ４月～令和３年３月末 ８月21日（金）～24日（月）※土日も受診可

申込方法 医療機関に直接お申し込みください。 健康子育て課まで電話でお申し込みください。

が
ん
検
診
に
つ
い
て

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
う

ち
、
左
図
の
年
齢
要
件
に
該
当
す
る
方

◆検診項目・年齢要件・検査内容・個人負担金

※１　子宮頸がん検診について

※
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
厚
労

省
の
指
針
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
よ
り
、

２
年
に
１
度
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
受
診
し
た
方
は
、
次
回

は
令
和
４
年
度
に
受
診
で
き
ま
す
。
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国民年金保険料・学生納付特例制度
問合先：市民課 保健年金担当 　 　

大月年金事務所☎（22）3811

令
和
２
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　

令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
月
額
１
６
、
５
４
０
円
と
な

り
ま
し
た
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、

６
カ
月
、
1
年
、
２
年
と
定
め
ら
れ

た
月
数
分
の
前
納
や
、
口
座
振
替
を

利
用
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
左
記
の
表
の
通
り
で
す
。

保険料
１カ月分 ６カ月分 １年度分 ２年度分

保険料額 保険料額 保険料額 保険料額

毎月納付 16,540円 99,240円 198,480円 396,960円

【早割】（当月末口座振替） 16,490円 98,490円 197,880円 395,760円

６カ月前納
口座振替 - 98,110円 196,220円

※１

現金納付
ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ - 98,430円 196,860円

１年前納
口座振替 - - 194,320円

現金納付
ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ - - 194,960円

２年前納
口座振替 - - - 381,960円

現金納付
ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ - - - 383,210円

◆令和２年度国民年金保険料額と前納割引額

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請

　

学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
し

承
認
を
受
け
る
と
そ
の
期
間
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
学
生

納
付
特
例
制
度
の
承
認
期
間
は
、
４

月
、
ま
た
は
20
歳
誕
生
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
す
（
申
請
は
毎
年
度
必

要
と
な
り
ま
す
。）。

●口座振替およびクレジットカード納付による前納のお申し込み期日

○令和２年分の 10月～３月の６カ月前納の申込期限は令和２年８月末です。

○ 令和３年分の４月～９月の６カ月前納、１年前納、２年前納の申込期限は令和

３年２月末です。

○現金納付は４月中であればお手続き出来ます。

※１　令和３年度の保険料額は令和３年２月に決定される予定です。

市税などは納期までに納めましょう！
問合先：税務課　　

収納対策室

◆令和２年度市税などの納期一覧

市
税
な
ど
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
を
！

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る

方
は
左
記
の
金
融
機
関
、
ま

た
は
税
務
課
窓
口
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

金
融
機
関
で
の
お
申
し
込
み

・
通
帳

・
届
出
印

・
納
税
通
知
書

税
務
課
で
の
お
申
し
込
み

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

利
用
可
能
な
金
融
機
関

・
山
梨
中
央
銀
行

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
都
留
信
用
組
合

・
山
梨
信
用
金
庫

・
ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
口
座
振
替
は
納
期
限
日
に

行
い
ま
す
。
振
替
口
座
へ
納

付
額
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
（
市
県
民
税
、
固
定
資
産

税
の
全
期
前
納
振
替
は
、
第

１
期
納
期
限
日
に
行
い
ま

す
。）。

納期 納期限日 市県民税 固定資産税 軽自動車税
国民健康
保険税

介護保険料
後期高齢者
医療保険料

５月 ６月１日（月） １期（全期） 全期

６月 ６月30日（火） １期（全期）

７月 ７月31日（金） ２期 １期 １期 １期

８月 ８月31日（月） ２期 ２期 ２期 ２期

９月 ９月30日（水） ３期 ３期 ３期

10月 11月２日（月） ３期 ４期 ４期 ４期

11月 11月30日（月） ５期 ５期 ５期

12月 12月25日（金） ３期 ６期 ６期 ６期

１月 ２月１日（月） ４期 ７期 ７期 ７期

２月 ３月１日（月） ４期 ８期 ８期 ８期
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農
地
を
荒
廃
さ
せ
る
と
、
周
辺
農

地
の
営
農
に
支
障
が
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
年
数
が
経
つ
ご
と
に

農
地
と
し
て
の
役
割
を
失
い
、
復
旧

に
多
大
な
投
資
と
労
力
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

年
齢
や
仕
事
の
関
係
な
ど
で
耕
作

で
き
な
い
方
は
、
農
業
経
営
規
模
を

拡
大
し
た
い
方
な
ど
に
農
地
を
貸
す

こ
と
で
、
農
地
の
有
効
利
用
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

農
地
の
利
用
権
設
定
と
は
？

　

農
地
の
利
用
権
設
定
（
農
地
の
貸

し
借
り
）
と
は
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
基
づ
き
、
営
農
意
欲
の

あ
る
農
業
者
な
ど
に
対
し
て
、
効
率

的
に
農
用
地
な
ど
の
利
用
集
積
を
図

る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

利
用
権
設
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

① 

借
り
手
に
耕
作
面
積
要
件
が
な
い

　

農
地
法
第
３
条
に
よ
る
農
地
の
貸

し
借
り
と
異
な
り
、
利
用
権
設
定
の

場
合
は
借
り
手
に
面
積
要
件
が
な
い

た
め
、
営
農
意
欲
の
あ
る
農
業
者
の

方
に
効
率
的
に
農
用
地
の
利
用
集
積

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
農
地
の
所
有
者（
貸
し
手
）に
と
っ

て
「
貸
し
た
農
地
が
戻
っ
て
こ
な
い

…
」と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

　

農
地
法
第
３
条
に
よ
る
許
可
を
得

て
貸
借
権
を
設
定
し
た
場
合
は
、
契

約
期
限
が
き
て
も
両
者
の
合
意
が
な

農地の有効利用は利用権の設定で！
　問合先：産業課　　　

農林振興担当

　

農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
は
、
相
互
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
の
農
地
の
相
談
役
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
精
通
し
た
方
な
ら
原
則
、

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
委
員

対　

象　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有

し
、
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
こ
と
や
そ
の
他
農
業

委
員
会
の
職
務
に
関
す
る
こ
と
な
ど

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
方

募
集
人
数　

11
人

任　

期

   

７
月
29
日（
水
）か
ら
３
年
間

報　

酬（
い
ず
れ
も
月
額
）

会　

長　

２
０
、０
０
０
円

会
長
職
務
代
理
者　

１
８
、０
０
０
円

委　

員　

１
６
、０
０
０
円

※
各
報
酬
に
能
率
給
を
加
算
し
た
額

を
報
酬
と
し
ま
す
。

※
選
任
の
方
法
は
議
会
の
同
意
を
得

た
後
、
市
長
が
任
命
し
ま
す
。

農業委員会委員などを募集します！
　問合先：農業委員会

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

対　

象　

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
し
、

担
当
す
る
区
域
内
の
農
地
な
ど
の
最

適
化
の
推
進
の
た
め
の
行
動
や
そ
の

他
農
業
委
員
会
の
職
務
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
方

募
集
人
数　

９
人

任　

期　

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
令
和

５
年
７
月
28
日
ま
で

報　

酬　

日
額
６
、０
０
０
円（
活
動

日
数
ご
と
）
に
能
率
給
を
加
算
し
た

額※
選
任
の
方
法
は
農
業
委
員
会
が
委

嘱
し
ま
す
。

応
募
に
関
す
る
共
通
事
項

応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○ 

破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受

け
、
復
権
を
得
な
い
方

○ 

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
え
て
い
な
い
方

応
募
方
法　

農
業
委
員
会
事
務
局

に
置
い
て
あ
る
所
定
の
様
式
（
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
そ
の
他
必
要
書
類

を
添
え
て
、
４
月
13
日（
月
）～
５
月

８
日（
金
）ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
限
内
必
着
で

す
。

　

選
考
方
法
や
各
委
員
の
主
な
役
割

な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

い
限
り
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
利
用
権
設
定
の
場
合
は
、

契
約
期
間（
最
長
10
年
間
）が
終
了
し

た
時
点
で
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
農
地
の
所
有
者
の
方
は
、
貸
し

た
農
地
が
戻
ら
な
い
と
い
っ
た
不
安

が
な
く
、
安
心
し
て
貸
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
利
用
権
設
定
で
継
続
し
て
貸
し
借

り
を
行
う
場
合
は
、
再
度
、
手
続
き

を
行
い
ま
す
。

③
手
続
き
に
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

　

利
用
権
設
定
手
続
き
で
は
、
市
に

必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
済
み
、
手
続
き
の
た
め
に
必

要
な
費
用
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

利
用
権
設
定
手
続
き
に
必
要
な
書
類

①
利
用
権
設
定
申
請
書　

貸
し
手
、

借
り
手
の
双
方
に
書
い
て
い
た
だ
く

書
類

②
営
農
計
画
書　

借
り
手
に
書
い
て

い
た
だ
く
書
類

　

な
お
、
個
人
の
方
と
法
人
の
方

で
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
異

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
書

類
提
出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
提
出
す
る
書
類
や
制
度
の
内
容

な
ど
、
詳
細
は
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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固定資産に関する各種お知らせ
　問合先：税務課　　

資産税担当

新
築
家
屋
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
２
年
１
月
２
日
以
降
に
完
成
し
た
新

築
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
す
。
評
価
額
を
決
定
す
る
た

め
の
家
屋
調
査
を
６
月
よ
り
行
い
ま
す
。

　

引
越
し
や
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
早

め
に
調
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

税
務
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
の
際
に
は
家
屋
図
面
や
認

印
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
必
要
で
す
。

令
和
２
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
台
帳

の
縦
覧

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
１
日

（
月
）　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
水
曜
日
は
19
時
ま
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

閲
覧
期
間　

４
月
１
日（
水
）～
令
和
３
年
３

月
31
日（
水
）　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
水
曜
日
は
19
時
ま
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

手
数
料　

３
０
０
円

※
た
だ
し
、
６
月
１
日（
月
）ま
で
は
無
料
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
と
一
緒
に
送
付
す
る
課
税
明

細
書（
土
地
・
家
屋
）で
も
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
及
び
閲
覧
が
で
き
る
方
は
…

　

所
有
（
納
税
）
者
、
納
税
管
理
人
の
ほ
か
、

所
有（
納
税
）者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
本
人
確
認
の
た
め
身
分
証

明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。
な

お
、
委
任
を
受
け
た
方
は
委
任
状
も
あ
わ
せ

て
必
要
で
す
。

暮らしの便利帳の配布を行っています
　問合先：総務課　　　

法制広報担当

暮
ら
し
の
便
利
帳
と
は

　

市
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
手
続
き
、
行
政
や

地
域
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
市
が
発
行
す

る
総
合
情
報
誌
で
す
。

　
配
布
す
る
冊
子

　

サ
イ
ズ　
　

Ａ
４
版

　

ペ
ー
ジ
数　

１
０
０
ペ
ー
ジ

　

表
紙（
実
際
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
す
。）

配
布
期
間　

４
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

　
　
　
　
　

原
則
、
７
時
～
19
時
の
間

配
布
を
行
う
業
者

　

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

配
布
の
方
法　

配
布
担
当
者
が
目
視
に
よ
り

住
宅
を
確
認
し
、
居
住
の
有
無
を
判
断
し
た

う
え
で
ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。
ポ
ス
ト
が

な
い
場
合
に
は
手
渡
し
か
、
軒
先
な
ど
に
置

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

配
布
期
間
を
過
ぎ
て
も
お
手
元
に
冊
子
が
届

か
な
い
場
合
に
は　

５
月
以
降
に
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

広報紙のリニューアルを行います！
　問合先：総務課　　　

法制広報担当
　

来
月
号
よ
り
広
報
つ
る
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
す
。

　

広
報
つ
る
は
発
刊
か
ら
７
０
０
号
を
超

え
、
行
政
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
発

信
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

前
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
約
10
年
が
経

過
す
る
中
で
、
読
者
に
と
っ
て
「
読
み
や
す

さ
」、「
分
か
り
や
す
さ
」、「
親
し
み
や
す
さ
」

を
意
識
し
た
作
り
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
こ
の
度
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
も
の
で

す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
主
な
変
更
点
と
し
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
を
お

届
け
し
ま
す
。

◆
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
表
紙
イ
メ
ー
ジ

①
表
紙
レ
イ
ア
ウ
ト
の
刷
新

②
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
の
増
加

③
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
の
拡
大

④
記
事
ご
と
の
掲
載
内
容
の
精
査

⑤
穴
あ
き
パ
ン
チ
の
取
り
止
め
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イベントインフォメーション

「都の杜うぐいすホール」にて開催される、さまざまな催しの
情報をお届けします。ぜひ、豊かな緑と静寂の中で、くつろ
ぎのひとときを…

【４月の休館日】 ７・14・21・28日は休館します。　【市内プレイガイド】 都留市まちづくり交流センター☎ (43)1321、セブンイレブン

都留文大通り店☎ (45)1774、ファミリーマートかぶとや都留店☎ (45)1855　【チケット予約・問合先】都の杜うぐいすホール（一般財団法

人都留楽友協会）☎ (43)1515　【ホームページ】http://uguisuhall.jp

　毎年好評の『ザ・サタデーナイツ』ライブ。懐かしのＪポップやフォークソ

ング、歌謡曲など誰もが口ずさめる名曲の数々と楽しいトークをお届けしま

す。親父たちの熱いステージパフォーマンスをお楽しみください。

■18時開演■大ホール■全席自由■入場無料■曲目予定　安奈、勝手にシ

ンドバット、よろしく哀愁　ほか

　ドラムタオ 2020年新作舞台。無数の響きが出会った瞬

間、最強のエンターテイメントショーが幕を開ける！

■16時30分開演■大ホール■全席指定 5,900円（会員

ＴＡＯが世界へ魅せる“THE MATSURI"

7/23（木 ・ 祝）ＤＲＵＭ TAO 祭響－ Saikyo －

おやじバンドの熱いステージ！！

５/23（土）ザ ・ サタデーナイツ スプリングライブ 13ｔｈ

　ピアノ、マリンバ、声楽等多彩な編成により、クラシッ

クの名曲の数々やＪポップなどをお楽しみください。

都留の音楽仲間たちが奏でる心と音のハーモニー！

7/5（日）Concordia 5th Concert

■13時30分開演■

大ホール■全席自由

■1,000円※小学生

以下無料■前売 ４

月５日（日）10時～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育
て

　
　

応
援
サ
ー
ク
ル

「
ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
」

親
子
サ
ロ
ン「
春
の
運
動
会
」　

日　

時　

５
月
18
日（
月
）10
時
～
12
時

　

（
受
付　

９
時
20
分
～
９
時
50
分
）

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

参
加
費　

４
０
０
円

定　

員　

40
組
程
度（
申
込
受
付
中
）

※
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了

託
児
サ
ロ
ン

　

託
児
サ
ロ
ン
は
６
月
か
ら
開
始
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
来
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
事
務
局 

小
林

　

☎
０
９
０（
７
８
１
５
）８
１
８
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研

　

子
ど
も
た
ち
も
外
で
過
ご
す
ひ
と
時

が
楽
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
！
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
不
安
や
窮
屈
さ
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら

こ
そ
私
た
ち「
に
こ
研
」に
で
き
る
こ
と

を
探
し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
始
め
ま
し
た
！

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
に
こ

研
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｈ　

Ｐ　
　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

イ
ン
ス
タ

春
の
お
さ
ん
ぽ

お
花
を
見
に
行
こ
う
！

　

都
留
市
に
は
、
穴
場
の
お
花
見
ス

ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
さ

ん
ぽ
を
し
な
が
ら
、
親
子
で
都
留
市
の

春
爛
漫
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

子
ど
も
も
楽
し
め
る

　
　
　

お
す
す
め
の
お
花
ス
ポ
ッ
ト

・
西
願
寺（
し
だ
れ
桜 

４
月
上
旬
）

・
楽
山
公
園（
桜 

４
月
上
旬
）

・
お
城
山（
桜
と
富
士
山 

４
月
上
旬
）

・
桂
林
寺（
桜
と
桃 

４
月
中
旬
）

・
鹿
留
発
電
所（
桜 

４
月
上
旬
）

・
谷
村
発
電
所（
桜 

４
月
上
旬
）

・
宝
鏡
寺（
ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ 

４
月
下
旬
）

5,600円）/ バルコニー

席5,100円（ホール販売

のみ）※当日券はそれぞ

れプラス 300円■前売 

会員４月４日（土）10時

～ / 一般４月22日（水）

10時～※６歳未満入場

不可
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図書館だより

今 月 の 新 着

児童図書

　全95冊

一般図書

　全211冊

○印が休館日です。

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
1 2 3 　4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

４月の開館ご案内

開館時間

　9時30分～ 17時15分

　※火・水・木は 2階のみ

　19時まで開館します。

問合先

　都留市立図書館

　☎（43）1324

今月のおススメ
Recommendation

『なぜ、いま学校で

プログラミングを学ぶのか』

　プログラミングを通して
どんな力を育むのか。４月
から小学校で必修化となっ
た背景から、授業で実際取
り組む方法まで解説。教育
関係の方々はもちろん保護
者の方も理解できます。

『しらゆきちりか

 ちっちゃいな』

　ちりかは小学校1年生。学
校を楽しみにしていたのに、
学校に行きたくありません。
それはちりかの後ろの席にラ
イオンみたいなすずきくんが
すわっているからです。すず
きくんはちりかにちょっかい
ばかりだすのですが…

　本屋のねこは「げんた」、
八百屋のねこは「チビ」。みん
な自分の名前を持っているの
に、このねこには名前があり
ません。名前が欲しいねこ
は、自分で名前を探そうとし
ますが…。ねこが「ほんとう
に欲しかった」ものに気づく、
温かい気持ちになる絵本。

『中国人は見ている』

　都留市出身のジャーナリ
ストによる“中国人”シリー
ズ最新刊。すき焼き、接待、
CC メール、元号、ルール
に厳格、冬の半ズボン・・・。
日本的習慣吃驚！　多くの
証言から描きだす「不思議
の国」の実像。

黛 くみこ 作
大島 妙子 絵
ＰＨＰ研究所

竹下 文子 文　
町田 尚子 絵
小峰書店

平井 聡一郎 編著
利根川 裕太 編著
技術評論社

中島 恵 著
日本経済新聞社

こどもにすすめたい本2020

　～県内図書館員がすすめるベスト１００の展示～

今
月
の
新
着
図
書
案
内

■
児
童
図
書

琉
球
と
い
う
国
が
あ
っ
た

鉄
人
講
師
が
明
か
す
三
羽
邦
美
の
漢
文
ル
ー
ル

未
確
認
飛
行
物
体

魔
法
の
か
け
っ
こ
レ
ッ
ス
ン

さ
ら
に
、
物
語
は
迷
い
込
む

朔
と
新

窓草
木
と
見
た
夢

と
ん
で
い
っ
た
ふ
う
せ
ん
は

図
書
館
の
ふ
し
ぎ
な
時
間　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

■
一
般
図
書

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
役
立
つ
書
類
の
つ
く
り
方

「
自
分
」を
生
き
る　
　
　
　
　
　

坂
東
眞
理
子

る
る
ぶ
ゆ
る
キ
ャ
ン
△

奨
学
金
ま
る
わ
か
り
読
本

が
ん
と
共
存
ち
ょ
っ
と
癒
さ
れ
る
話

い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
５
Ｇ
の
教
本

へ
そ
天
に
ゃ
ん
こ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
克
也

鐘
を
鳴
ら
す
子
供
た
ち　
　
　
　
　

古
内
一
絵

夜
告
げ
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
島
由
紀
夫

ロ
ス
ね
こ
日
記　
　
　
　
　
　
　

北
大
路
公
子

ほ
か

『なまえのないねこ』

■こどもの読書週間 ４月23日（木）～５月12日（火）

場　所　閲覧室（３階）

内　容　年代別におすすめの本

　　　　を紹介します。

Culture
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広報「つる」広告募集！

あなたのお店の広告を広報つるに載せてみませんか？

広報「つる」は、都留市内の各家庭に配布されています

（10,500部発行）ので、多くの方の目に触れます！

問合先：総務課　法制広報担当

連載・青少年健全育成シリーズ　第345回

  「やっぱり親の背中が大事？」

毎月第１日曜日は「家庭の日」

毎月第３日曜日は「青少年を育む日」です。

青少年育成都留市民会議編集委員

広告料金

掲載月は、①1・2月②3・4月③5・6月④7・8月

⑤9・10月⑥11・12月の６パターンとなります。

詳細につきましては、ぜひお問い合せください。

掲載場所 印刷色 金額 /枠 備考

裏面 カラー 20,950 2カ月掲載

４
月
に
真
新
し
い
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
元
気
に
通
学
す
る
小
学
１
年
生
を
た
く
さ

ん
見
か
け
ま
す
。
微
笑
ま
し
い
光
景
で
す
。

こ
の
光
景
か
ら
ふ
と
、
こ
の
子
た
ち
が
大

人
に
な
る
頃
、
世
の
中
は
ど
う
な
っ
て
、
ど

ん
な
職
業
に
就
い
て
、
幸
せ
な
生
活
を
し
て

い
る
の
か
な
ど
想
像
し
ま
す
。

で
も
、
そ
の
前
に
誰
も
が
通
過
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
試
練
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
１

年
生
に
は
少
し
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

誰
で
も
大
人
に
な
る
ま
で
に
悩
み
苦
し
み
選

択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
生
の
岐
路
が
あ

り
、
そ
の
１
つ
が
入
試
で
す
。

も
う
何
十
年
も
前
で
す
が
、
中
学
校
に
勤

務
し
て
い
た
当
時
、
学
校
の
授
業
で
将
来
に

向
け
て
の「
進
路
学
習
」が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
私
は
１
年
生
の
担
任
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
時
、
授
業
の
一
環
で
「
私
の
将
来

の
仕
事
、
夢
」
と
の
作
文
を
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。
各
人
、
様
々
な
内
容
が
書
い
て
あ

り
ま
し
た
が
印
象
に
残
っ
た
作
文
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
隆
幸
く
ん（
仮
名
）の
書
い
た

作
文
で
し
た
。
隆
幸
く
ん
は
控
え
め
で
あ
ま

り
自
己
主
張
し
な
い
生
徒
で
し
た
。

隆
幸
く
ん
の
家
は
自
営
業
で
す
。
そ
の
環

境
の
中
で
親
の
熱
心
に
働
く
姿
を
見
て
い
ま

す
。
親
の
仕
事
に
対
す
る
誠
実
な
取
り
組
み

と
努
力
を
良
く
見
て
い
る
作
文
で
し
た
。
作

文
の
最
後
に
「
頑
張
っ
て
い
る
し
、
こ
ん
な

仕
事
が
好
き
だ
」と
あ
り
ま
し
た
。「
良
い
作

文
だ
」と
褒
め
た
記
憶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

隆
幸
く
ん
と
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
縁
が
あ
り
３
年
生
で
も
担
任
に
な

り
ま
し
た
。

３
年
生
の
重
要
課
題
は
高
校
受
験
で
す
。

受
験
す
る
高
校
を
三
者
懇
談
（
生
徒
、
親
、

教
師
）
を
行
い
、
三
者
で
相
談
し
て
将
来
に

繋
げ
決
め
る
の
で
す
。

隆
幸
く
ん
の
場
合
は
親
の
意
見
と
本
人
の

意
見
が
違
い
ま
し
た
。
親
は
安
定
し
た
生
活

が
出
来
る
よ
う
に
も
っ
と
勉
強
中
心
の
進
学

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
兄
弟
と
比
較

し
「
こ
の
子
は
上
の
子
と
比
べ
頑
張
り
が
足

り
な
い
。」と
い
う
の
で
す
。

親
の
意
見
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
か
ら

学
ん
で
出
し
た
大
事
な
も
の
で
す
。
学
校
で

の
隆
幸
く
ん
の
学
習
態
度
や
進
路
へ
の
確
か

な
考
え
方
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
で
す
と
伝
え

て
も
、
教
師
の
こ
の
く
ら
い
の
意
見
で
は
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
終
的
な
決
断
は
願
書
提
出
の
ギ
リ
ギ
リ

の
時
ま
で
長
引
き
ま
し
た
。
決
断
の
決
め
手

は
隆
幸
く
ん
が
親
の
仕
事
に
対
し
て
、
誠
実

な
姿
を
尊
敬
し
て
い
る
思
い
が
両
親
に
伝
わ

っ
た
か
ら
で
す
。
隆
幸
く
ん
の
希
望
が
叶
い

ま
し
た
。

人
工
知
能
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
イ
ギ
リ

ス
の
大
学
准
教
授
オ
ズ
ボ
ー
ン
氏
は
、「
今

の
仕
事
は
十
数
年
後
に
半
分
が
無
く
な
っ
て

ロ
ボ
ッ
ト
化
し
て
い
る
」
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ほ
ど
激
変
す
る
世
の
中
で
す
。
大

人
で
も
予
測
出
来
な
い
と
な
る
と
「
未
来
の

進
路
」
決
定
は
隆
幸
く
ん
の
親
の
様
に
一
生

懸
命
働
く
親
の
背
中
を
見
せ
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

青少年の声かけあいさつ運動の推進

『大人も子どももすすんであいさつをしよう』
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ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
「
暮
ら

し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場
」で「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
の
講
師
の
芳
野
豊

子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◆「
花
」を
通
じ
て
生
ま
れ
る
交
流

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
の
「
み
ん
な

の
広
場
」
で
は
、
年
４
回
、
季
節
に
合
わ
せ

た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
教
室
が
出
会
い
の
場
に
な
る

こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

　

回
数
を
重
ね
て
き
て
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増

え
、
参
加
者
が
話
し
合
い
、
自
然
体
で
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
く
れ
て
い
る
様
子
が
見
ら

れ
る
の
は
、
何
よ
り
も
嬉
し
い
で
す
。

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～ 17:15
▽問合先
　 mail:shien@city.

tsuru.yamanashi.jp
☎（43）1321

ＦＡＸ（43）1322

◆
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
一
番

　

教
室
で
教
え
て
い
る
の
は
「
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
で
、
自
由
に
楽
し
く
や
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
に
お
手
本
を
見
せ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ

を
真
似
し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
日
の
花
材

の
説
明
を
し
た
ら
、
あ
と
は
「
自
分
の
感
性

で
自
分
の
花
を
生
け
る
、
自
分
で
考
え
て

や
っ
て
み
て
！
」
と
い
う
感
じ
で
す
。
最
初

は
皆
さ
ん「
で
き
な
い
、
分
か
ら
な
い
」と
言

い
ま
す
が
、
自
分
で
考
え
た
自
分
だ
け
の
花

を
生
け
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
作
品
は
必
ず
手
直
し
を
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
集
ま
っ
て
、「
１
本
変
え
る
だ

幅広い年代の参加者。教室の開催を
心待ちにしている方も多いそうです。

け
で
こ
ん
な
風
に
変
わ
る
ん
だ
」
と
い
う
変

化
も
分
か
り
ま
す
し
、
何
よ
り
楽
し
み
な
が

ら
学
ん
で
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
く

上
達
し
て
い
ま
す
。

◆
出
会
い
を
お
互
い
様
に
大
切
に

　

「
み
ん
な
の
広
場
」以
外
に
も
、
大
月
で
も

生
け
花
を
教
え
て
い
ま
す
し
、
地
域
で
は

「
い
ー
ば
し
ょ
」や
防
災
の
分
野
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
動
力
は
、
や
っ
ぱ
り
「
人
と
の
出

会
い
を
大
切
に
し
た
い
」
と
い
う
自
分
の
思

い
と
、
参
加
者
が
一
生
懸
命
学
ん
で
く
れ
て

い
る
姿
で
す
ね
。
皆
さ
ん
の「
学
び
た
い
！
」

と
い
う
熱
心
な
姿
勢
を
見
る
と
、
私
も
頑
張

ら
な
き
ゃ
っ
て
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

　

こ
の
体
が
動
く
限
り
、
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

好きな花を選び、飾る場所や雰囲気を
イメージしながらアレンジします。

作品の手直しをしているところ。
手直し前と後の変化を見ています。

都
留
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
方
を
支
援
す
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
関

す
る
相
談
、
活
動
支
援
、
情
報
提
供
な
ど
、

様
々
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

団
体
の
Ｐ
Ｒ
や
活
動
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
も
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

「
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
け
ど
、
支
援
が

受
け
ら
れ
な
い
か
」「
ど
の
よ
う
な
団
体
が

活
動
し
て
い
る
の
か
知
り
た
い
、
活
動
に

参
加
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
市
民
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
！
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もっと。
ずっと。

元気問合先　長寿介護課

　　　　地域包括支援センター

　　　　☎（46）5114

「
い
ー
ば
し
ょ
」

禾
生
地
区
「
さ
な
え
会
」

日　

時　

４
月
14
、
28
日
（
火
） 

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

保
寿
院
内
「
以
為
芭
笑
」

参
加
費　

１
カ
月
３
０
０
円

問
合
先　

長
田

　

☎
０
８
０
（
１
０
５
１
）
８
３
３
８

開
地
地
区
「
集
寺
（
つ
ど
っ
て
ら
ー
）
」

日　

時　

４
月
３
、
10
、
17
、
24
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

真
福
寺
客
殿

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

問
合
先　

真
福
寺　

亀
澤

　

☎
（
43
）
３
４
２
４

認
知
症
カ
フ
ェ

　

本
人
と
家
族
が
く
つ
ろ
い
だ
り
、
情

報
交
換
を
す
る
場
所
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
お
お
ば
ら

日　

時　

４
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

み
ん
な
の
家
つ
る
東

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

み
ん
な
の
家
つ
る
東

　

☎
（
56
）
８
２
０
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
つ
る

４
月
は
お
休
み
で
す
。

新
年
度
の
手
帳
の
発
行
方
法

　

令
和
２
年
度
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳

は
４
月
20
日
（
月
）
以
降
、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
都
留
内
の
長
寿
介
護
課
で
発
行
し

ま
す
の
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
の
交
換
方
法

　

令
和
元
年
度
分
の
ポ
イ
ン
ト
の
交
換

に
つ
い
て
も
長
寿
介
護
課
窓
口
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
「
は
つ
ら

つ
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
と
「
わ
く
わ
く

カ
ー
ド
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
巡
回
の
延
期

　

例
年
４
月
に
行
っ
て
い
る
各
地
域
を

巡
回
し
て
の
手
帳
の
発
行
や
ポ
イ
ン
ト

交
換
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
５
月
以
降
に
延
期
し
ま

す
。
な
お
、
日
程
の
詳
細
は
、
令
和
元

年
度
に
手
帳
を
発
行
し
た
方
に
は
ハ
ガ

キ
で
通
知
す
る
ほ
か
、
都
留
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す

る

予

定

で

す
。

※

手

帳

の

発

行

自

体

は

前

述

の

と

お

り
、

長

寿

介

護

課

で

行

っ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

家
庭
で
で
き
る
健
康
づ
く
り

①
家
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

　

外
出
が
少
な
く
な
る
と
、
体
を
動
か

す
機
会
も
減
り
ま
す
。
筋
力
な
ど
が
低

下
し
な
い
よ
う
、
家
の
中
で
体
を
動
か

す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
今
、
生
き
て
ま
す
体
操
」
や
「
楽
ひ

ざ
体
操
」
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
つ
ま
先
立

ち
、
足
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
の
足
の
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取

り
入
れ
、
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

②
普
段
し
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

あ
ま
り
連
絡
を
取
ら
な
い
友
人
に
手

紙
を
書
い
て
み
た
り
、
気
に
な
る
本
を

手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
た
り
す
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

③
免
疫
力
を
高
め
よ
う
！

　

１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

と
り
、
し
っ
か
り
睡
眠
も
確
保
し
ま

し
ょ
う
。
豆
腐
や
肉
、
乳
製
品
な
ど
の

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
は
免
疫
力
を
高
め

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
も

免
疫
力
強
化
に
必
須
な
栄
養
素
で
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を
意
識
し
、
こ
ま

め
に
手
洗
い
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
と
す
る
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
活
用
し
て

楽
し
く
健
康
づ
く
り
！

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
健
康
で
過
ご
せ

る
よ
う
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
活
用

し
、
毎
日
の
運
動
や
食
生
活
の
改
善
な

ど
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
々
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
で

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
貯
ま
っ
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
は

つ
る
ポ
イ
ン
ト
店
会
で
使
え
る
「
わ
く

わ
く
カ
ー
ド
」
の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
し

た
り
、
市
内
の
飲
食
店
組
合
や
健
康
ジ

ム
、
道
の
駅
つ
る
、
月
待
ち
の
湯
で
利

用
可
能
な
商
品
券
に
交
換
し
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で
取
り
組

み
、
健
康
と
ポ
イ
ン
ト
を
手
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。
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ホントに知っていますか？

　　　今こそ考える、受動喫煙のリスク

　タバコの煙は、喫煙者が直接吸い込む「主流煙」と、火のついた先から立ち上がり周囲

に拡散する「副流煙」に分けられます。タバコの煙に含まれるニコチンやタールなどの人

体に有害な物質は当然、副流煙の中に含まれており、この副流煙を周囲の人が知らず知

らずのうちに吸い込んでしまうことを「受動喫煙」といいます。

　受動喫煙により、脳卒中や虚血性心疾患、肺がんを患い、亡くなる人は全国で年間

１万5,000人と推計されており、受動喫煙の防止に向けた取り組みが拡大されます。

４月からスタート！受動喫煙防止はマナーからルールへ

タバコの煙に含まれる有害物質って？その危険性は？

この記事に関する問合先　健康子育て課 健康推進室　☎（46）5113

健康

づくり　
Ｖｏｌ

.35

タバコに含まれる有害物質は 200種類以上、

　　　　発がん性物質は 50種類以上にのぼります。

主な有害物質

○ニコチン　○タール　○一酸化炭素

○アセトン　○ヒ素　　○カドミウム　○トルエン　など

喫煙による健康被害

　喫煙によって肺がんをはじめとするがん以外にも、脳卒中や循環

器・呼吸器疾患、糖尿病など、さまざまな病気の原因になります。

　これらの健康被害対策として望まない受動喫煙を防止するため、平成30年７月に健康増進法の一部に受動喫煙

防止の内容を盛り込むよう改正され、これまで段階的に進められてきた受動喫煙対策ですが令和２年４月より全面

的に施行されます。

　　　　　　喫煙による健康被害は、喫煙者のみならず

　　　　　　　　　受動喫煙によって周囲の人にも影響を与えます。

令和元年７月～
　　学校や病院、行政機関などでの

　　原則敷地内禁煙

令和２年４月～
　　上記以外の不特定多数の方が

　　利用する施設や飲食店、　船舶や

　　鉄道などでの原則屋内禁煙

多くの人が利用する施設内での禁煙

◆喫煙エリアへの立ち入りの制限

客・従業員を問わず、20歳未満の方は喫煙エリアへの

立ち入りはできなくなります。

◆喫煙可能な場合は標識の掲示

喫煙が可能な店舗には標識の掲示が義務付けられるよう

になり、標識がない場合は全面禁煙を意味します。

◆喫煙室の設置

屋内で喫煙をするには喫煙室の設置が必要になります。

施設や店舗などで求められる取り組み

　

標
識
の
一
例
と

　

そ
の
意
味

喫煙専用室があります
加熱式たばこ専用の
喫煙室があります

加熱式たばこ専用の喫煙
室がありますが、20歳未
満の方は立ち入れません

喫煙可能ですが、20歳未
満の方は立ち入れません
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お知らせ

月

＆募集

Information

４
お
知
ら
せ

サ
ポ
カ
ー
補
助
金

　

国
に
よ
る
、
高
齢
運
転
者
を
対
象
と

し
た
、
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
購
入
等

の
補
助
が
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者

○
令
和
元
年
度
に
満
65
歳
以
上
と
な
る
方

○ 

令
和
元
年
度
中
に
満
65
歳
以
上
と
な

る
高
齢
運
転
者
を
雇
用
す
る
事
業
者

補
助
内
容

○ 

対
歩
行
者
の
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
搭
載
車
両
購
入
補
助

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

春
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す

が
、
初
め
て
の
土
地
で
慣
れ
な
い
道
を

運
転
す
る
こ
と
で
事
故
に
遭
遇
す
る
危

険
も
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
学
児
童
や
園
児
の
保
護

者
は
、
通
学
路
の
安
全
な
通
行
方
法
や

「
飛
び
出
し
」
の
危
険
性
を
指
導
し
、
子

ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日（
月
）～
15
日（
水
）

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

　

４
月
10
日（
金
）

春
の
連
休
時
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動

　

４
月
29
日（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　

～
５
月
６
日（
水
・
祝
）

運
動
の
重
点

○ 

子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
の
確
保

○
高
齢
運
転
者
な
ど
の
安
全
運
転
の
励
行

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止（
本
県
重
点
）

問
合
先　

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

下
水
道
事
業
の
見
直
し

　

都
留
市
公
共
下
水
道
全
体
計
画
及
び

事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
下
水
道
を
整
備
す
る
区
域

国
勢
調
査
調
査
員
募
集

　

今
年
は
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
が

実
施
さ
れ
る
年
で
す
。
国
勢
調
査
で
市

内
の
住
宅
を
回
り
、
名
簿
の
作
成
や
調

査
の
説
明
、
依
頼
、
調
査
票
の
配
布
回

収
な
ど
の
調
査
事
務
を
行
う
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
要
件

○
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

○ 

責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で

き
る
方

○ 

調
査
上
知
り
得
た
事
項
を
他
に
漏
ら

さ
な
い
方

○
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方

○ 

暴
力
団
員
そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力

に
該
当
し
な
い
方

※
応
募
希
望
者
に
は
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
任
命
期
間
は
、
８
月
下
旬
か
ら
10
月

下
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
報
酬
は
調
査
世
帯
数
に
よ
り
前
後
し

ま
す
が
概
ね
４
万
円
前
後
で
す
。

申
込
・
問
合
先　

産
業
課 

商
工
観
光
担
当

令
和
２
年
度
市
制
祭
協
賛
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
市
制
祭
協
賛
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
市
民
の
健
康
や
安
全

面
を
最
優
先
に
考
慮
し
た
結
果
、
全
て

の
競
技
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
と
も
な
う

各
種
支
援
措
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
よ
る
景
気
の
悪
化
な
ど
に
伴

い
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急

措
置
と
し
て
国
や
県
が
企
業
や
労
働
者
、

保
護
者
向
け
の
各
種
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
主
な
支
援
の
一
覧
は
次
の
と
お

り
で
す
。

事 

業
者
向
け　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
企
業
へ
の
影
響
を
緩

和
し
、
企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
融

資
や
制
度
の
特
例
な
ど

◆
金
融
支
援

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

貸
付

○
経
済
変
動
対
策
融
資　

○
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

○
衛
生
環
境
激
変
対
策
特
別
貸
付

○
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

○
特
別
利
子
補
給
制
度

◆
経
営
環
境
整
備
へ
の
支
援

○
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置

○
時
間
外
労
働
等
改
善
助
成
金
の
特
例

○ 

小
学
校
等
の
臨
時
休
業
に
伴
う
保
護

者
の
休
暇
取
得
支
援

を
定
め
る
全
体
計
画
で
は
三
吉
、
開
地
、

与
縄
地
区
の
全
域
と
東
桂
地
区
の
中
央

自
動
車
道
の
北
側
な
ど
を
削
除
し
、
全

体
計
画
区
域
の
面
積
を
８
２
２
ha
（
う
ち

都
市
計
画
区
域
８
０
７
ha
）
か
ら
５
５
４

ha
に
縮
小
し
、
事
業
の
早
期
完
成
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
下
水
道

整
備
地
区
を
定
め
る
事
業
計
画
で
は
、

古
川
渡
地
区
の
国
道
沿
い
と
井
倉
見
通
・

馬
場
地
区
の
一
部
な
ど
を
整
備
地
区
と

し
て
追
加
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

上
下
水
道
課
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

上
下
水
道
課 

下
水
道
管
理
担
当

○ 

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装

置
搭
載
車
両
購
入
補
助

○ 

障
害
物
検
知
機
能
付
き
ペ
ダ
ル
踏
み
間

違
い
急
発
進
抑
制
装
置
等
購
入
補
助

○ 

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装

置
等
購
入
補
助

※
各
補
助
額
な
ど
、
詳
細
は
左
記
団
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・（
一
社
）次
世
代
自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー

・
国
土
交
通
省　

・
経
済
産
業
省

問
合
先　

地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

労 

働
者
向
け　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
感
染
や
濃
厚
接
触
に
よ
り
、
外

出
自
粛
の
要
請
を
受
け
、
休
業
す
る

こ
と
に
な
っ
た
方
へ
の
助
成
制
度

○ 

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
休
業
助
成
金

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
一
時
的
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
免
除
制
度

保 

護
者
向
け　

小
学
校
の
休
校
な
ど
に

よ
り
働
く
保
護
者
が
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
場
合
の
収
入
減
に
対
す
る

助
成
制
度

○ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
の
子
育
て
家
庭
休
業

助
成
金

　

な
お
、
各
制
度
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
新
の
情
報
は
経
済
産
業
省
、

厚
生
労
働
省
、
山
梨
県
な
ど
の
関
係
機

関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

農
作
業
は
安
全
第
一
に

　

近
年
、
農
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
特
に
作
業
が
本
格
化
す
る

3
月
以
降
は
事
故
が
多
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
の
で
、「
農
作
業
は
焦
ら
ず
、

急
が
ず
、
慎
重
に
！
」
を
合
言
葉
に
、
農

家
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
点
に
注
意
し
な

が
ら
、
農
業
機
械
の
利
用
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

○
作
業
に
適
し
た
服
装
を
！

○
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
！

○
取
扱
説
明
書
な
ど
を
理
解
す
る
！

○
な
る
べ
く
１
人
で
作
業
は
行
わ
な
い
！

○
ほ
場
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
に
注
意
！

○
点
検
・
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
停
止
！

○ 

柵
・
支
柱
・
針
金
な
ど
は
目
印
で
目

立
た
せ
る
！

問
合
先　

産
業
課
農
林
振
興
担
当

◆事業者向け◆労働者向け

◆保護者向け
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消費生活相談 くらしの豆知識
「
解
約
保
証
」の
は
ず
が
…
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

事　

例

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、

「
初
回
３
０
０
円
、
〇
日
間
解

約
保
証
」
と
表
示
さ
れ
た
ダ
イ

エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
注
文

し
た
。
効
果
を
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
解
約
保
証
期

間
内
に
解
約
を
申
し
出
る
と
、

「
４
カ
月
以
上
の
定
期
購
入
が

条
件
の
契
約
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
解
約
に
は
４
カ
月
後
に

連
絡
が
必
要
。」
と
言
わ
れ
た
。

「
〇
日
間
解
約
保
証
の
は
ず
だ
」

と
言
う
と
、「
そ
の
場
合
は
通

常
価
格
１
万
５
千
円
の
支
払
い

が
必
要
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
規
約
は
ペ
ー
ジ
の

か
な
り
下
部
ま
で
見
な
い
と
分

か
ら
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　

（
60
歳
代　

男
性
）

ひ
と
こ
と
助
言

●
商
品
を
注
文
す
る
際
に
は
、

目
立
つ
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い

る
「
初
回
３
０
０
円
」な
ど
の
価

格
だ
け
で
な
く
、
定
期
購
入
が

条
件
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
定

期
購
入
の
場
合
の
継
続
期
間
や

支
払
う
こ
と
に
な
る
総
額
な

ど
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

●
継
続
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

な
い
場
合
で
も
、
解
約
時
の
申

請
期
間
に
制
限
が
あ
る
、
通
常

価
格
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
な

ど
、
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。
解

約
・
返
品
の
可
否
や
条
件
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
困
っ
た
と
き
は
早
め
に
お
住

ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１
８
８
）。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
）

問
合
先
・
相
談
窓
口

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当

　

☎（
46
）０
１
７
０

富
士
吉
田
市
立
病
院
で
の

電
話
予
約
方
法

　

紹
介
状
を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
は
、

ご
自
身
で
予
約
す
る
事
が
で
き
る
電
話

診
療
予
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
約
の
流
れ

・
か
か
り
つ
け
の
病
院
を
受
診
し
、
紹

介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
紹
介
状
を
お
持
ち
の
方
は
、
左
記
問

合
先
ま
で
電
話
し
、
地
域
連
携
室
に
て

予
約
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
平
日
13
時
～
16
時
で
す
。

※
予
約
時
間
は
目
安
で
す
。
診
療
内
容

に
よ
っ
て
は
診
察
順
番
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
高
齢
者
の
方
は
付
き
添
い
の
方
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

富
士
吉
田
市
立
病
院

　

☎
０
５
５
５（
22
）４
１
１
１

不
正
大
麻
・
け
し
の
撲
滅
運
動

　

不
正
に
栽
培
や
所
持
さ
れ
る
大
麻
や

け
し
の
撲
滅
運
動
を
、
４
月
か
ら
５
カ

月
間
実
施
し
ま
す
。

　

ア
サ
の
花
や
葉
（
大
麻
）
に
は
幻
覚
な

ど
を
引
き
起
こ
す
成
分
を
含
ま
れ
て
お

り
、
乱
用
に
よ
っ
て
身
を
滅
ぼ
す
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

山
梨
県
高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口

　

山
梨
県
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
（
脳
卒

中
や
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
現
れ
る
記

憶
低
下
や
集
中
困
難
な
ど
後
天
的
な
認

知
面
の
障
害
）
の
あ
る
方
や
家
族
の
相
談

に
応
じ
る
た
め
、
県
内
４
カ
所
に
サ
テ

ラ
イ
ト
相
談
窓
口
を
開
設
し
、『
ミ
ニ
講

座
』と『
相
談
会
』を
行
い
ま
す
。

無
許
可
の
栽
培
や
所
持
な
ど
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
賞
用
の
植
物
と
し
て
栽
培

さ
れ
る
け
し
で
す
が
、
け
し
の
仲
間
に

は
麻
薬
成
分
を
含
ん
で
い
る
も
の
も
あ

り
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。　

　

春
先
は
ア
サ
や
け
し
が
成
長
し
そ
の

特
徴
が
現
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
見
分

け
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
山
梨

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大

麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
み

や
か
に
、
保
健
所
ま
た
は
警
察
署
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所 

衛
生
課　

☎
０
５
５
５
（
24
）
９
０
３
３

第
１
回
ミ
ニ
講
座
・
相
談
会

日　

時　

５
月
27
日（
水
）13
時
～
16
時

場　

所　

富
士
吉
田
合
同
庁
舎

※
そ
の
他
の
開
催
日
な
ど
は
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
相
談
会
は
、
事
前
予
約

を
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

問
合
先　

山
梨
県
高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５（
２
６
２
）３
１
２
１

小
中
学
校
給
食
会
調
理
員
（
臨

時
職
員
）募
集

職
務
内
容　

給
食
セ
ン
タ
ー
内
、
学
校

給
食
の
調
理
及
び
洗
浄
業
務
な
ど

採
用
条
件　

昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
市
内
ま
た
は
近
隣
に
居
住

す
る
健
康
な
方

募
集
人
員　

５
名

給　

与　

賃
金
日
額
６
、２
０
０
円

※
調
理
師
手
当
、
セ
ン
タ
ー
手
当
、
通

勤
手
当
な
ど
あ
り
。

加
入
保
険　

健
康
保
険
法
、
厚
生
年
金

保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法
の
各
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
加
入
し
ま
す
。

勤
務
時
間　

８
時
15
分
～
16
時

じ
ょ
い
つ
る
市
場
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

６
月
21
日
（
日
）
に
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン

ト
「
じ
ょ
い
つ
る
市
場
」
を
山
梨
県
民
信

用
組
合
都
留
支
店
前
の
大
手
通
り
で
開

催
す
る
に
あ
た
っ
て
の
出
店
者
及
び
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
学
生
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

出
店
募
集
対
象　

市
内
外
を
問
わ
ず
、

団
体
や
個
人
事
業
者
、
法
人
な
ど
が
対

象
で
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
出

店
は
で
き
ま
せ
ん
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
募
集
対
象
者
・
団
体

　

基
本
的
に
ど
な
た
で
も
出
演
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
大
音
量
音
楽
な
ど

周
辺
に
迷
惑
や
危
険
が
及
ぶ
可
能
性
が

あ
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

５
月
11
日（
月
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

じ
ょ
い
つ
る
市
場
実

行
委
員
会（
産
業
課 

商
工
観
光
担
当
）

※
月
に
３
日
程
度
、
７
時
45
分
～

休　

日　

土
・
日
・
祝
日
、
学
校
が
休

み
の
場
合
は
出
勤
な
し

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

※
提
出
書
類
は
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て

受
け
付
け
ま
す
。

選
考
方
法　

面
接
、
書
類
選
考

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

都
留
市
小
中
学
校
給
食
会

　

〒
４
０
２
―
０
０
３
５

　

都
留
市
夏
狩
５
５
９
―
11

　

☎（
43
）１
１
６
５

献
血
に
ご
協
力
を
！

日　

時　

４
月
22
日（
水
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

市
役
所
前
駐
車
場

献
血
し
て
い
た
だ
け
る
方

健
康
な
16
歳
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
歳
～
64
歳
の
間

に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

献
血
の
方
法　

全
血
献
血

※
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
提
示
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
合
先　

健
康
子
育
て
課

　

☎（
46
）５
１
１
３
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義援金について

　市役所などで受け付けている日本赤十字社の義援金の受付期間

は次のとおりとなります。

　東日本大震災義援金　　　令和３年３月31日まで

※その他の災害に係る義援金も受け付けています。

義援金受付場所

市役所、市立病院、都留文科大学、いきいきプラザ都留、各地域

コミュニティセンター、まちづくり交流センターにおいて窓口を

設置しています。

講
座
・
教
室

都留市消防署調べ（　）はその日

都留市の気象
令和2年2月 平成31年2月

10年間
の平均

最高気温
（13）

22.5℃
（25）

18.8℃
 

19.7℃

最低気温
（7）

－ 6.9℃
（15）

－ 4.1℃ － 6.6℃

平均気温 5.0℃ 4.5℃ 3.1℃

降水日数
1.0㎜以上

2日
1.0㎜以上

3日
1.0㎜以上
3.9日

降 水 量 5.5㎜ 14.0㎜ 37.9㎜

平均湿度 58％ 63％ 60％

新入生の皆さん、おめ

でとうございます！

４月になり、新しいス

タートを切った方も多

いと思います。皆さん

頑張りましょう！

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る

産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

５
月
開
講
講
座

○ 

第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準
備

講
座
Ⅱ

○
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

６
月
開
講
講
座

○
Ｉ
ｏ
Ｔ
基
礎
講
座

○
ワ
ー
ド
基
礎

○
ワ
ー
ド
応
用

○ 

第
二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
準
備

講
座

申
込
・
問
合
先　

県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校
都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎（
43
）８
９
１
１

ぴ
ゅ
あ
富
士

月
経
を
楽
し
く
迎
え
る
お
は
な
し
会

日　

時　

４
月
19
日（
日
）10
時
～
12
時

定　

員　

小
学
３
年
生
以
上
の
女
子
と

そ
の
保
護
者 

10
組

持
ち
物　

カ
ラ
ー
ペ
ン
、
筆
記
用
具
、

レ
タ
ー
セ
ッ
ト
２
組

健
康
ジ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

都
留
市
制
66
周
年
関
連
イ
ベ
ン
ト

初
回
利
用
者
無
料
講
習
会
!!

日　

時　

４
月
29
日（
水
・
祝
日
）

　

９
時
、
11
時
、
14
時
、
17
時
、
19
時

※
各
回
先
着
10
名
、
電
話
予
約
制

ズ
ン
バ
キ
ッ
ズ

日
時
及
び
対
象　

４
月
11
、
18
、
25
日
、

５
月
９
、
16
、
23
日（
土
）

　

小
学
１
～
３
年
生　

10
時
～

　

小
学
４
～
６
年
生　

11
時
～

定　

員　

各
15
名

参
加
料　

２
、０
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

ズ
ン
バ
教
室

日　

時　

４
月
15
日（
水
）15
時
～
16
時

対　

象　

高
校
生
以
上　

20
名

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

イ
ベ
ン
ト

中
央
公
民
館

マ
ダ
ム
マ
ス
ダ
の
パ
リ
学
級
学
級
生
募
集

日　

時　

４
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

※
５
月
以
降
は
毎
月
２
回

　

第
２
、
第
４
木
曜
日
に
実
施
予
定

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

毎
回
５
０
０
円

定　

員　

15
名　

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先　

都
留
市
中
央
公
民
館

　

☎（
43
）１
４
５
１

科
学
技
術
週
間
協
賛
行
事

親
子
工
作
教
室

　

４
月
13
日（
月
）～
19
日（
日
）は
第
61
回

科
学
技
術
週
間
で
す
。
都
留
少
年
少
女
発

明
ク
ラ
ブ
で
は
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
な
ど
を
作

る
親
子
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

４
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

場　

所　

谷
村
第
一
小
学
校

募
集
人
員　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

15
名（
先
着
順
）と
そ
の
保
護
者

※
子
ど
も
だ
け
で
の
参
加
も
可
能
で
す

が
、
小
学
校
１
～
３
年
生
は
必
ず
保
護

者
の
方
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
締
切　

４
月
13
日（
月
）

申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
担
当

暮
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場

つ
ま
み
細
工
の
七
五
三
髪
飾
り
作
り

日　

時　

４
月
18
日
、
25
日
、
５
月
９

日（
各
土
曜
日
）13
時
～
16
時

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

定　

員　

５
名（
３
回
と
も
参
加
で
き
る
方
）

材
料
費　

５
、７
０
０
円

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具
、
作
品
を

持
ち
帰
る
箱
な
ど

受
付
期
間　

４
月
５
日（
日
）～

申
込
・
問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ

ン
タ
ー　

☎（
43
）１
３
２
１

道
の
駅
つ
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
見
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

考
慮
し
、
各
種
体
験
教
室
な
ど
の
開
催

を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
営
業
時
間
が
左

記
の
と
お
り
、
変
更
と
な
り
ま
す
。

変
更
後
の
営
業
時
間　

９
時
～
17
時
30

問
合
先　

道
の
駅
つ
る

　

☎（
43
）１
１
１
０

さ
く
ら
植
樹
祭
り

　

一
緒
に
桜
を
植
樹
し
ま
せ
ん
か
？
市

内
に
新
し
い
桜
の
名
所
を
作
る
た
め
、

合
計
１
、
０
０
０
本
の
植
樹
を
目
指
し
て

お
り
、
６
年
目
を
迎
え
る
今
回
の
植
樹

で
９
０
０
本
に
な
る
予
定
で
す
。

日　

時　

４
月
11
日（
土
）

　
　
　

８
時
30
分
～
10
時（
少
雨
決
行
）

場　

所　

都
留
市
楽
山
風
致
公
園

　

（
都
留
文
科
大
学
隣
接
地
）

持
ち
物　

長
靴

※
お
持
ち
の
方
は
作
業
着
・
ス
コ
ッ
プ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

つ
る
倫
理
法
人
会
事
務
局

　

☎（
43
）０
３
２
２

昼
ヨ
ガ

日　

時　

４
月
22
日（
水
）10
時
～
11
時

対　

象　

高
校
生
以
上　

15
名

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
入
館
料
）

問
合
先　

都
留
市
健
康
ジ
ム

　

☎（
45
）４
１
１
１

女
性
の
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

～
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
～

日　

時　

５
月
13
日（
水
）10
時
～
12
時

定　

員　

女
性 

15
名

持
ち
物　

室
内
運
動
靴
、
飲
み
物
、
汗

拭
き
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ

ル
で
も
可
）

問
合
先　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　

☎（
45
）１
６
６
６
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市内で活躍する「人」・「団体」、市内の「出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

交通ルールを守ろう！黄色い帽子が贈られました！
　

３
月
13
日（
金
）、
市
長
公
室
に
て
黄
色
い

帽
子
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

43
回
目
を
迎
え
る
今
回
も
、
明
る
い
社
会

づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
よ
り
市
内
新
入
学

児
童
２
０
２
名
に
対
し
て
、
黄
色
い
帽
子
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

帽
子
は
バ
ザ
ー
な
ど
を
通
じ
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
当
日
は
児
童
の
健
康
と
健
全
な
成
長

を
願
う
言
葉
と
と
も
に
、
市
長
、
教
育
長
、

校
長
会
会
長（
谷
村
第
一
小
学
校
校
長
）に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
は
じ
め
と
す
る
児
童
、
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に

登
下
校
し
ま
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
や
り
と

優
し
さ
を
も
っ
た
安
全
運
転
を
す
る
よ
う
、

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

１００歳のお誕生日おめでとうございます！

東桂保育園が県の自然保育活動表彰を受賞！
　

２
月
20
日
（
木
）、
市
長
公
室
に
て
今
年

度
、
県
自
然
保
育
活
動
表
彰
を
受
賞
し
た
東

桂
保
育
園
の
受
賞
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
自
然
を

活
用
し
た
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
自
ら
を
大

切
に
思
う
気
持
ち
や
他
者
を
思
い
や
る
心
、

郷
土
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
み
、
健
や
か
に

成
長
で
き
る
社
会
の
構
築
」
を
目
指
し
、
県

内
に
あ
る
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
の
中
か
ら

模
範
と
な
る
よ
う
な
自
然
体
験
活
動
を
行
う

団
体
を
県
知
事
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

東
桂
保
育
園
で
は
地
域
の
方
々
と
整
備
し

た
、
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
の
森
で
10
年
に
わ
た

り
、
四
季
折
々
の
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

東
桂
保
育
園
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
園
児
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
も
自

然
の
中
で
元
気
に
遊
び
、
楽
し
く
学
び
、
健

や
か
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

市
で
は
、
市
内
の
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
方
の
お
宅
な
ど
に
訪
問
し
、
お

祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
高
部
さ
ん

と
矢
野
さ
ん
は
な
ん
と
大
正
９
年
生
ま
れ
！

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

高部みよ子さん（開地地区）は、デイサービス

を利用しながら、同じ敷地内にある保育園の

園児とふれあい、楽しく過ごされています。

矢野定夫さん（禾生地区）は、つい最近まで自

宅近くの畑に出向いており、食べ物では「肉

が好き」と、とても元気な方です。
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R2.3.1現在

　男　14,785人  （－51）

　女　15,350人  （－53）

　計　30,135人  （－104）

世帯数 13,123世帯（－95)

※（　）内数字は、前月比

都留市の人口

わたくしたち都留市民は

　○健康で明るいまちにいたします。

　○自然を愛し、美しいまちをつくります。

　○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。

　○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。

　○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

都留市民憲章４月の納税

納税には安全で便利な口

座振替をご利用くださ

い。

大学コンソーシアムつる活動報告～学生がかがやくまち・つる～

火災・災害から地域を守る！小型動力ポンプ付積載車を貸与！
　

２

月

19

日

（
水
）、
消
防
署
に

て
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
を
谷

村
第
一
分
団
第
３

部
（
早
馬
町
・
新

町
）
と
宝
分
団
第

１
部（
上
大
幡
）に

貸
与
し
ま
し
た
。

　

こ
の
積
載
車
に

は
最
新
鋭
の
高
出
力
ポ
ン
プ
が
装
備
さ
れ
て

お
り
、
火
災
の
消
火
ば
か
り
で
な
く
、
災
害

警
戒
活
動
や
火
災
予
防
の
広
報
活
動
な
ど
消

防
団
員
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
え
ら

れ
る
車
両
で
あ
り
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
配
備
し

ま
し
た
。

産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

２
月
21
日
（
金
）
、
卒
業
研
究
発
表
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

「
カ
ー
ド
仕
分
け
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
製
作
」

や
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
の
自

動
制
御
」
な
ど
、
２
年
間
の
成
果
を
学
生
が
発

表

し

ま

し

た
。
当
日
は

都
留
興
譲
館

高
校
の
生
徒

を

は

じ

め
、

地
域
の
企
業

の
方
な
ど
70

名
を
越
え
る

方
に
来
場
い

た
だ
き
き
ま

し
た
。

健
康
科
学
大
学

　

災
害
看
護
学
学
生
チ
ー
ム
が
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
主
催
の
成
果
発
表
報

告
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
県
内
の
大
学
生
が
中
心
と
な
っ

た
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
優
れ
た
活
動
を
表

彰
さ
れ
る
も
の
で
、
本
学
の
チ
ー
ム
は
「
考
え

よ
う
そ
の
1
秒
の
判
断
～
あ
る
も
の
で
出
来

る
応
急
手
当
訓
練
～
」
を
テ
ー
マ
に
市
内
に
住

む
方
々
を
対
象
に
、
身
近
に
あ
る
も
の
で
出

来
る
頭
部
止
血
法
と
前
腕
骨
折
の
固
定
法
の

研
修
会
を
開
催
し
、
災
害
へ
の
関
心
や
意
識

の

向

上
、
手

技
の
拡

散
な
ど

に
取
り

組
み
ま

し
た
。

都
留
文
科
大
学

　

１
月
22
日
（
水
）
、
第
15
回
地
域
交
流
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
多
様
な
立
場
で
つ
な
が
る
地
域

―
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
視
点
か
ら
―
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

教
員
か
ら

「
文
大
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ひ
ろ

ば
の
現
状
」
と

「
今
の
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
識
変

化
」
に
つ
い
て

説

明

し
、

そ

の

後
、

社

会

福
祉
協
議
会
の
方
や
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
方
、
個
人
や
サ
ー
ク
ル
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
う
学
生
と
い
っ
た
、
様
々
な

立
場
の
方
か
ら
現
在
の
状
況
や
「
地
域
で
の

ニ
ー
ズ
」
、
「
学
生
自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意

識
」
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
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都留市役所開庁日のご案内

　月曜日～金曜日

　　8：30 ～ 17：15（祝日は閉庁）

　水曜日は市民課・税務課のみ

　　19：00まで開庁

広報つるを

スマホへ配信！

今すぐアプリを

ダウンロード！

（iOS、アンドロイド対応）

平成31年４月生まれの元気な子ども達！

HappyFirstBirthday!

伊藤　翼
つばさ

くん
4月14日生まれ

お誕生日おめでと

う！いつも笑顔で

幸せをくれてあり

がとう　元気にす

くすく育ってね！

古田宗
そ う た ろ う

太郎くん
４月1日生まれ

そうちゃん、1歳

のお誕生日おめで

とう　生まれてき

てくれてありがと

う！大好きだよ！

志村　優
ゆ な

花ちゃん
4月13日生まれ

いっぱい食べて、

いっぱい笑って、

泣いて、大きくな

あれ

篭
かごしま

島　凛
りん

ちゃん
4月15日生まれ

お誕生日おめでと

う！生まれてきて

くれてありがとう。

これからも沢山一

緒に笑おうね

渡邊　陽
はる

くん
4月29日生まれ

よく食べてよく寝

る陽たん、これか

らも元気いっぱい

の陽たんでいてね

西牧　翔
しょうへい

平くん
4月4日生まれ

お誕生日おめでと

う　いつも元気な

翔平くん。これか

らも元気にスクス

ク育ってね！

１歳になるお子さまの

お父さん、 お母さん、

ご応募お待ちしています

応募方法　○ kouhou@city.tsuru.lg.jp へ送付

○広報担当へ持参

記載事項　○応募者の氏名、住所、連絡先

○お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日

○お子さんへのメッセージ※40字以内

募集中のお子さん　

５月～６月に生まれた１歳を迎えるお子さん

応募期限　誕生月の前月の 13日ごろまでに

写真（データ）を提出してください

問合先　　総務課 法制広報担当　☎（43）1111
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